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１．目的

　サイエンス・リテラシープロジェクトⅡ（以下ＳＬＰ
Ⅱ）は全員必修の授業であり、中高一貫における本校の
教育課程の「専門基礎期」である高校１年生と２年生で
実施している。高校１年生では、「自然と科学」、高校２
年生では「情報と社会」を開講している。全員必修であ
るこのＳＬＰⅡにおいて、日常生活で必要となる科学的
知識と科学的思考力の基礎を身につけさせることを目的
としている。日常生活の中で疑似科学を安易に信じた
り、少しでも危険性がある事柄に対して、科学的理解を
することなく反対したりする生徒が増えてきている現状
を考えて、全生徒を対象に、疑似科学に対処できる知識
や方法を身につけることも目標の１つとしている。この
ためには、データに対する適切な分析方法の獲得が必要
であるだけでなく、分析結果を批判的・多元的に検討す
ることも必要である。
　ＳＬＰⅡは、既存教科のみでは十分扱うことができな
い教科横断的な課題について考える授業である。既有の
知識を関連させながら、答が一つに定まらない課題につ
いて考えることによって、単一の明確な答が用意されて
いない課題を扱う高等教育における学びへとつなげてい
くプロジェクトの一つである。さらに、学びの杜講座

（ＡＳＰ）においてこれら２つの講座と関連する「生命
科学探究講座」と「地球市民探究講座」を設け、希望す
る生徒は、さらに発展的な内容を学ぶことができるよう
にしている。

２．学習方法

　高校１年生は「自然と科学」をテーマに、前期と後期

に分け１単位の授業を行う。同様に、２年生では「地球
市民学」をテーマに前期と後期に分けて授業を実施す
る。２年間で合計２単位の実施となる。
　各講座とも、本校教員３人によるティームティーチン
グにより行われる。各講座には、総合コーディネー
ター・助言者の大学教員が付き、高大連携の授業を行
う。2014年度の「自然と科学」では、前期は数学・化
学・芸術、後期は数学・物理・英語の教科（科目）間連
携で実施している。また、「情報と社会」では、名古屋
大学教育学部、他大学と連携し、前期は、英語・国語・
芸術、後期は、英語・家庭・体育の教科（科目）間連携
で実践している。
　学習形態は、１クラスを３つに分けてグループ学習を
展開し、生徒が主体的に参加できる授業を心がけてい
る。また、テーマによっては、合同授業も行い共通の理
解を深め、他のグループとの交流も実施し、学習を深化
させる取り組みも行っている。
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前　期 後　期
１年

自然と科学
「科学的なものの見
方について考える」 「科学の様々な側面」

２年
情報と社会

「多文化コミュニ
ケーション学」 「共生と平和の科学」
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【抄録】　サイエンス・リテラシープロジェクトⅡは本校の特設科目である。高校１年生では、「自然と科学」、高校２
年生では「情報と社会」を開講している。全員必修であるこのＳＬＰⅡでは、日常生活で必要となる科学的知識と科
学的思考力の基礎を身につけさせることを目的としている。この目的を達成するには、データに対する適切な分析方
法の獲得が必要であるだけでなく、分析結果を批判的・多元的に検討することも必要である。ＳＬＰⅡは、既存教科
のみでは十分扱うことができない教科横断的な課題について考える授業である。既有の知識を関連させながら、答が
一つに定まらない課題について考えることによって、単一の明確な答が用意されていない課題を扱う高等教育におけ
る学びへとつなげていくプロジェクトの一つである。
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